




フラッドセーフ ライトの特長 その 4

簡易工事で設置できる

工事期間も短く、費用もおさえることができます。

簡易工事
オプション部材使用 P.17

下地調整（床・壁など） P.19

設置条件①②③（P.16～20）がすべて◎の場合工事なしでそのまま設置できる場合

設置条件①　寸法など

そのまま
設置できる

条件1～3が全て◎の場合は、そのまま設置できます（工事不要・オプション部材不要）

詳細① 寸法

詳細② 床面

詳細③ 柱・壁その他
（図4）

（図5）

（図2）

100°以下

1,200mm以下

●下記規格内の寸法であること（図1参照）
A：開口部の幅が700～2,350mm以内（1段タイプ）
 700～1,950mm以内（2段タイプ） 

B：サッシ部分などの奥行が
C：サッシ部分などの幅が
D：取手がBより出っ張らない
E：取手が出っ張る場合、Eの寸法が
550mm以上であれば設置可（1段タイプ）
1,050mm以上であれば設置可（2段タイプ）

●エレベーター出入口の場合は
角度100°以下で間口1,200mm以下（図2参照）

そのまま
設置できる

●上記以外の場合はオプション部材等を用いて
設置できる場合があります。
例）間口が規格よりも広い場合
　→オプション部材「中間柱」を使用
例）サッシ部分などの奥行や幅が足りない場合
　→オプション部材「サイド柱」を使用

かんたんな工事で
設置できる

●モルタル
（十分な強度があり不陸や割れ、突起物や段差がなく平滑）
●磁器タイルの場合、目地幅が5mm以上で目地深さが1.5mm以下
●傾斜や勾配がない、もしくは1／10以下

そのまま
設置できる

●磁器タイルの場合、目地幅が5mm以内、または目地深さが1.5mm以上
→モルタル等で下地調整

●傾斜や勾配が1／10以上→モルタル等で下地調整

かんたんな工事で
設置できる

●アスファルト●点字ブロック●インターロッキングブロック
→撤去後、モルタル等で下地調整撤去が必要

●グレーチング
→ただし柱との間が10mm以上あれば可（図3参照）

●オプション部材「中間柱」を使用する場合、アンカー取付部の
下地の強度がない、打設スペースが確保できない、段差があ
る場合など。

設置できない

●金属、石、コンクリートなど
（十分な強度があり不陸や割れ、突起物や段差がなく平滑）
●自動ドア挟まれ防止センサーが干渉する場合
→オプション部材「自動ドアセンサー回避部材」を使用

そのまま
設置できる

●開きドアや通路に設置したい場合（図4・図5参照）
→オプション部材「サイド柱」を使用

●扉の内側に設置したい場合
→オプション部材「屋内用サイド柱」を使用

かんたんな工事で
設置できる

●オプション部材「サイド柱」を使用する場合、
ビスを打てない材質（壁内にハリがなく空洞・木・石膏ボード
など）や形状（段差など）のもの。

設置できない

グレーチング

（図3）

10mm以上あれば可

30mm以上
15mm以上

（図1）
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簡易工事で
設置できる

15mm以上
35mm以上

●下記規格内の寸法であること（図1参照）
A：開口部の幅が 700〜2,350mm以内（1段タイプ）
   700〜1,950mm以内（2段タイプ） 
B：サッシ部分などの  奥行が
C：サッシ部分などの  幅が
D：取手がBより出っ張らない
E：取手が出っ張る場合、Eの寸法が
 550mm以上であれば設置可（1段タイプ）
 1,050mm以上であれば設置可（2段タイプ）

●エレベーター出入口の場合は
角度100°以下で間口1,200mm以下

●上記の規格以外の場合
→オプション部材を使用（P.17参照）

３つの面　　　　　　　　　　　　があり、 
それぞれ著しい凹凸などがなく強度があること。

正面 側面 底面 幅  １５mm以上＆奥行３５mm以上   の 
柱・壁（固定面）があること。

35mm以上 15mm以上

35

15

※オプション部材「中間柱」で横に連結することができるので、
広い間口にも対応できます。

※イラストは1段タイプ※イラストは1段タイプ

①自動ドア

製品幅は標準品で
設置できるケースが多い

②エレベーター前

35

15 

フラッドセーフライト

自動ドア サッシ

水 水 水
フラッドセーフライト

水 水 水

100°以下

100°以下

1,200㎜以下

100°以下

35

15 

この角度が
大きくなると
固定しづらい

※角度（100°以下）の測定方法についてはP.50をご覧ください。

■納まり図（上から見た場合） ■納まり図（上から見た場合）
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